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開催概要 テーマ：「未来へつなぐ科学のひろば」

開催結果データ

参加者数　                           計５，９３４人 過去５年間の参加者数

過去５年間の出展団体数・プログラム数「ひろば」に出展したのはどんな人たち？

日程： 2010年11月19日（金）、20日（土）、21日（日）
会場： 国際研究交流大学村（東京・お台場）
　（日本科学未来館、東京国際交流館、産業技術総合研究所臨海副都心センター）
主催： 独立行政法人科学技術振興機構（JST）
共催： 日本学術会議、独立行政法人産業技術総合研究所、国際研究交流大学村
協力： 株式会社ゆりかもめ
後援：内閣府（科学技術政策・イノベーション担当）、文部科学省、農林水産省、独
立行政法人国立科学博物館、独立行政法人日本学術振興会、独立行政法人理化学
研究所、独立行政法人宇宙航空研究開発機構、独立行政法人海洋研究開発機構、
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台、財団法人日本科学技術振
興財団科学技術館、ブリティッシュ・カウンシル、東京都教育委員会、埼玉県教育
委員会、神奈川県教育委員会、千葉県教育委員会、全国中学校理科教育研究会、全
国科学館連携協議会、全国科学博物館協議会

11月19日（金）

2,885人 4,723人1,670人

1,211人 1,211人

168人来場者数

出展者数

11月20日（土） 11月21日（日） 計

１＊ ２＊ ２＊

３＊

１＊ ２＊ ３＊開幕シンポジウム参加数 来場者カードのべ配布数 出展者パス発行数

職業 学生35% 社会人62%

来場者カード集計

男性54%性別 女性44%

属性 文系35% 理系57%

無回答あえて選ぶなら・・・

56

55 33 15 7 296

9 5 60 16

個人から大規模出展まで、過去最多の146団体による多様なプログラムが開催されました。

主催・共催について事務局で分類しました。

各プログラムの出展者パス発行数から求めました。

任意団体（ＮＰＯ法人含む） 企業 科学館 学校教育・研究機関 その他公的機関

出展者の所属による分類　計146団体

出展規模

出展プログラム数　計145プログラム

１人 ２～５人 11～ 20人 21人以上
集計外（企画委員会主催企画等）、不明

→詳細はＰ16～ 18プログラム一覧へ

６～10人
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参加者数（実質開催日１日平均）

 567
(推計)

986

2036
2176

2883

１日あたり参加者数は前年比＋32％で過去最高を記録しました。

N=4336
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